
Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokuriku 　University

1

トー マ ス ・ マ ン の
「

フ ァ ウ ス ト ゥ

ス 博士 』 に お け る唯美主義の 問題

林 敬

Die　Problematik　 des　Asthetizismus．
　in　Thomas 　Manns

《Doktor 　Faustus 》

Kei　Hayashi

1

　1943 年 5 月 23 日 ， ト
ー

マ ス ・マ ン は 亡 命 の 地 カ リフ ォ ル ニ ア で ，『フ ァ ウ ス ト ゥ ス 博士』

《 Doktor　Faustus》 の 執 筆 を開始 した 。 「一友 人にょ っ て 物語 られ た ， ドィ ッ の 作曲家 ア
ー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア

ドリア
ー

ン ・レーヴ ァ
ー

キ ュ
ー

ン の 生涯」 とい う伝記形式の作 品で ある 。 こ め 「ドイ ツ の 」 に

力点が 置かれた作 品が マ ン の 意識に浮かんだの は， 彼自身の 説明に よれば， 「ほ とん ど唐突」

で あっ た 。 しか し， それ は もちろ ん 単 に 見 か け上 の こ と に す ぎな か っ た 。
こ の 作 品の 執 筆 中

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1）

に
， あ る い は執筆像に書か れ た い ・くつ か の エ

ッ セ イや，とりわ け こ の 作品 の 成立事情 に つ い て

詳細な報告を行な っ て い る rフ ァ ウ ス トゥ ス 博士の 成立』 は，作品の 動機や形式付与につ い て

困難な内部事情を うかがわせて くれる 。

　r成立』 によ る
．
と， 起 稿されてふらほぼ 16年が費や された、rヨ

ーゼ フ とそ の 兄 弟』 4 部作

は1943年 1月 4 日 に完成 した 。 これに 先立つ 前年の 11月，
「

マ ン は完成 間 近い物 語の ，「ヤ コ ブ

が息子 たちを祝福す る章」を書き進 め て い だ 。 rフ ァ ウ ス トゥ ス 博士』 と関係する意識が生じ

ためは この頃の よ うで ある。
つ ま り， 何と も説明 しようもな いが ， 進行中の仕事とは全 く関係

の ない，「音 楽 とニ ー
チ ェ 」 に心 を引かれた とい うの で ある。 それ はス タ

ー
リ ン グラ ー

ドの攻

防戦の 最中で あ っ た 。 「音楽と ニ ーチ ェ 」 に心 を引かれた の は恐 らくこ の ことと無関係で はな

か っ た 。 「祝福」 と余りに もか け離れた ドイ ツ の 運命，「ドイ ツ 近世の 歴史が今や到達 しつ つ あ
　 　 　 　 　 　 　 　 ｛2）

る途方 もな い 大破 局」が ， 否応な く彼の 関心を引きつ けた 。

一方 ， 「音楽 とニ
ー

チ ェ 」は ，
マ

ン に と っ て ま さ しくドイ ツ 的な ， 最 も ド イ ツ 的な悲劇的精神性 を表現す る シ ン ボ ル で あ っ た の

で ある 。

　事実 ， 時代 の状況が悲惨 へ と向か い つ つ あ る とき ，
マ ン の関心 ば ドイ ツ の精神姓の淵源へ と

向け られて い っ た 。 とい うの は ， ドイ ツ の 精神性は ドイ ツ の歴史 ic内在す る もの と して ， もち

ろん ドイ、ツ の 歴史的帰結と密接な関係 に立？ もので あるが，そ うした一
般的関心 としてで はな
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く，マ ン に と っ て両者はよ り具 体的に一
っ の 主 題で 結ばれて い たの で ある。

’
r ドイ ッ と ドイ ツ

人』 に はそ の こ とを示す
一
節がみ られる。「悪 魔 との盟 約，魂の 救 い を放 棄 して ，しばしの間，

この 世の あ らゆる富と権力 とを手に入れ るため に ，悪魔に 身を売 り渡す こ とは， ドイツ 的本質

に何か独特に近い ところが あるよ うに思 われるの です。 こ の 世の 悦楽と世界支配へ の 欲求か ら，

魂を悪魔に売 り渡す孤独な思想家， 研究者 ， 僧房に閉じこ もる神学者， 哲学者
一

ドイ ツ が 文

字 どうり悪魔に さらわれて い る今 日 こ そ ， ドイ ッ をこ の よ うな Z メ ージに おい て眺あるの に ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （3）
ま さにふ さわ し い瞬間で は な い で し ょ うか 。 」

　 「悪魔 との 盟約」一 しか し ，
マ ン は こ の 主題 に対 して ， 当初 ため らい を見せて い る 。 そ もそ

もこ の 主題 は 1902 年，r トニ オ ・ク レーガー
』 の 時代｝こ 「芸術家 と悪魔の 契約」 とい うこ とで

念頭 に浮かん だの で あ るが，そ の まま に な つ て い た。そ の 理 由は，マ ン に と っ て こ れ は 自伝的

雰囲気が漂 うこ と，余 りに も内的生成 に密着 して い る こ と，従 っ て最後の もの とみ なされたこ

となどで あ っ た 。 42年後 にお い て も同 じよ うな心理が働 らい たよ うで あ る 。 も っ と も， こ の 想

念が突 然 浮か んで きた と い う事実 は，長年o ヨ
ーゼ フ物語の 仕事 が完成 し，「机 の上 も抽斗

の 中 も空に な っ た」 こ とと相俟 っ て ，積極 的な意識 を示す もの で あ っ た。ただ，「こ の 素材の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （4J

要求す ると こ ろ に は有無を言わせ な い よ うな一種の 過激さが ある とい う漠然 とした想像」が働

らい た の で ある 。

　 こ こ で い う 「素材の 要求する と こ ろ」 とは ど の よ うな こ とな の か ， そ れ に つ い て は 『ドス ト

エ ブ ス キー論』の 中の マ ン の 告 白が明 らかに して くれるで あろう。 そ こで マ ン は，自分の 青春

に決定的にか かわ っ た二 つ の教養体験 ，
二 X −・チ ェ と ドス トエ フ ス キーに つ い て ．まとま っ た論文

を書い て こ な か っ た こ とに言及 して ， そ れを 「呪われ た もの の 宗教的な偉大さ ， 内部で 聖者 と

犯罪者がひ とつ の もの ｝・な ． て い る，罰綬 け，もの に憑か批 人 とい うタイ丹 を前 ・ して

の 気怯れの せ い に して い る 。 デ モ ーニ
ッ シ ュ な ， 「地獄」 にな pみ の 精神 ， こ の よ うな精神 の

軌跡 とそれが示す真実を見極 めよ うとする こ と，
これはマ ン にと っ て も 「地獄行」 的な危険な

さす らい に な りか ねなか っ た 。 そ して ， 「悪 魔 との 契約」 の 探究もま さに その こ と に他な らな

・
か っ たの で あ り，そ の こ との 作晶化は また畢生 の 困難な仕事 を意味 したの で ある 。

　 マ ン は こ の 主題を中心 に ， ド
「
イ ツ 精神性の

’
プ ロ ブ レ マ テ ィ

ー
クを ， 「フ ァ ッ シ ス トの 民族的陶

酔 」 と対比 しつ つ ， ド イ ツ の 近代の黎明 に立 つ ル タ ーお よび ，

』
フ ナウ ス ト伝説へ とさかの ぼ っ

て形式化 しよ うとした。 第
一
次大戦に対 して も， 彼は過去の 精神史の 検討を行な っ て い るが，

今回にお い て は ， 現実の 状況 との対比が単に思想上 の 事柄と して で は な く， 現実 に対す る認識

か らの検討 とい う意 味で ， 前 回 と著し く異 っ た基調を形 成 して い た 。 「フ ァ ウ ス ト通俗本か ら

の 抜 き書き，夜 はこ の 本を読む 。 二度 目の ベ ル リン 48時間爆撃……
。 ヴ ォ ル フ の 手紙か、らの 抜

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c6）
萃。思索、し，夢想 し，覚 え書きを作る。」 とい うようなメ モ は，そ の こ とを極めて象徴的に 表わ

して い るよ うに思 われ る 。

　 とこ ろで ， 「悪魔 との 契約」と い う主題 は，もと もと フ ァ ウス ト伝説の 主要 な モ チ ーフ の 一つ

で あ っ た 。 解放の時代に現われ た伝説 を もとに して，フ ァ ウス ト物語が ドイ ツ 文学史上何度か

試み られたが ， それは伝 説が近代 的個性の 諸 問題 を含ん で い たか らで ある 。 「個人 の 自由」，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （7）

　「認 識欲」， 「魔法と悪魔信仰」， 「享楽」な どがそれで ある 。 こ の 中で 「魔法 と悪魔信仰」は，

一見近代的精神が 遠 く脱 け出た問題の よ うに 見え るが ，マ ン は こ こ に ネガ テ ィ
ー

フ な近代性を

見 る の で ある 。 とりわけ ドイ ツ の 精神 の 場合，それは世界 に対 して 根本的な問題 で あ っ た 。 と
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い うの は ， 近 代の克服の ため の イデ オ ロ ギ ーには ，
い つ もそれ と同 じよ うな起源 が み られ るか

らで ある 。 それゆ え，マ ン は これを主題 と し，さ らに 音楽家の 物語 と した。 感情の深 さと形式

の 厳格さに お い て ， ドイ ツ精神はまさ に音楽的で あ り， 従 っ ．て 「フ ァ ウ ス トが もしドイ ツ 人の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （8）

精神の 代表者で あると い うな ら， 彼は音楽的で あらね ばな らな い 」 ので ある。 こ こにマ ン の r7

ア ウ ス ト物語」は音 楽 家物 語 と して 具体的に な り， 「悪魔 と の契約」は唯美主義の 問題 と して

中心的な主題 とな るの で ある 。 な お ，
マ ン の フ ァ ウ ス ト物語が伝説に よ っ て い るの は ， そ こで

，

フ ァ ウ ス トはゲー
テ の場合 と違 っ て 「救済」 を拒絶 し，悲劇的な 「没落」 を自ら選び と っ て い

ると い うこ と と関係 して い る。マ ン は 厂音楽 と ニ
ー

チ ェ 」 と い う複合観念 によ っ て 代表 され る

ドイ ツ の 内面 性，自らの 出自で もある内面性の 問題を，カ タ ス トロ
ー

フ の 様相を深めて きた フ

ァ ッ シ ズ ム の 問題 の原型 として ，救済の 可能性の な い まま に表現せ ざるを得なか っ た の で あ る 。

2

　 「フ ァ ウ ス トゥ ス 博士』 の 物語は一人 の 語 り手 によ っ て語 られ る伝記の 形式をと っ て い る。

こ の語 り手 は また主要な登場人物 とな っ て 物語 を体験 して い る 。 とい うよ り，物語 は語 り手の

見聞で ある 。 語 り手の 導入 に は 「ラェ
ー

リクろ
・クル ル の パ ロ デ ィ

ー
的 自伝」が ヒ ン トに な っ た

とい うこ とで あるが ，こ の 形式の 採用に は心 理 的に 二 つ の 背景が考 え られ る 。 主題ない しは素

材に 起因す る必要 と，物語の現実 との関係 に対す る要求で ある。
マ ンは 「悪魔との 契約」一 「地

獄行」と い う陰うつ な主題 をパ ロ デ ィ
ー化 して 扱い

， 作者 に とっ て も， 読者 に と っ て も，い くら

か で も負担を軽 くし ， 明朗な もの に した い
， と考えた 。 そ の こ とによ っ て 技術的に もか え っ て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

主題 を描きき る可能性が 開 け，ま た罪深 さ に対す る批判と愛惜 とい う，それを自らの 体験に近

く経験 した者の 微妙な闥係 の 表現が可能 に なる と思われた の で ある 。 もう一
つ の 心理 的背景 は，

こ の 作品が主 題を 中心 に して
一

つ の 時代 ，
マ ン の 自分の 時代を語 る もの で ありた い ，また．現

在の 状況の一 つ の 解釈 とな るべ く， 現在 との 具体的関連を もつ もの で あ りた い と い う要求で あ

る 。 従 っ て ， 虚構 と して の 自由を保 ちなが ら，同時に現在に至 る自分の 時代に と っ て の アクチ

ュ ア ル な現実性を失わな い もの で あ らね ばな らな い と い う微妙な要求で ある 。

　上記の 心理 的背景の最初の 必要を満たすために は語 り手の 主題に対す る，デ モ
ー

ニ ッ シ ュ な

もの に 対す る立場が 問題で ある 。 物語が語 り手 の フ ィ ル ターを通 して 体験 されるか らで ある 。

マ ン は，語 り手をデ モ ーニ
ッ シ ュ な傾向に対 して 本質的に異質 な人文主義者 と した。「デ モ T

ニ ッ シ ュ な もの を模範的に非魔神的な仲介 を通 して 出現せ しめ る とい うこ と， ヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム

の 立 場にた つ 敬虔で 淳朴な ， デ モ
ー

ニ
ッ シ ュ な もの を愛 しなが ら恐れ お の の い て い る魂の 描写

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （9）

にゆだね る とい うこと ，
これはそれ 自体滑稽な着想で あ っ た」 と回想 して い る 。 この ことによ

っ て ， 読者 に とっ て ， 主題 とそ れを語 る語 り手の 心理 の 同時的観察が 可能にな り， 主題を取り

扱う語り手の 慎重な態度 と，それを通 して主題に対する作者のイ V 一ニ
ッ シ ュ な関係が読者の

視野 に入 っ て くる の で あ る 。

　現実性お よ び 「現在」 と の 関連 の 闘題は ， こ の 作品の い わば もう
一

つ の 隠された主題 で あ る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

作品の もつ こ の 虚構 と現実 の 関係 嫉 相互 に浸透 しあ う関係で ある 。 こ の 点に つ い て は虚構 さ

れ た語 り手の 導入 と共 に ， こ の作品の 手法上 の 特徴で ある モ ン タ
ージ ュ 技法が重要な機能を果

して い る。 虚構 された伝記 とい う形式 ， こ の 伝記は モ ン タ
ー ジ ュ 技法 によ っ て多 くの事実的な
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もの を含ませ られて い る 。 モ ン タ
ージ ュ技法の 実際上 の 一つ の テ ク ニ

ッ クで ある 「引用」に つ

い て ，マ ン は 「引用 とい うもの は ， 虚構 に変化す る現実で あ り， 現実的な もの を吸収す る虚構
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 “ o ｝

で あ っ て ， 現実 と虚構と い う二 つ の領域の 独特 に 夢想的な魅惑的混合 とい うもの だ」と述 べ て

い る 。 虚構 された伝記 と・モ ン タ
ージ ュ 技法とい う構想の もとに，主題に結びつ けて 「実際の事

件や ， 歴史的な事件 ， 個人的な事件や文学的な事件」が とり入れ られ ， 作品に現実性が 与え ら

れるの で ある。 こ の 現実性 に関 して は，そ の反対で ある虚構性 も等分に 注意 されな ければな ら

な い 。 語 り手が虚構 ぎれ て い る こ とによ っ て ，事実的な もの は虚構 的にな っ て い る の で あ る 。

つ ま り，事実的な もの が虚構上 の ド キ ュ メ ン トという形式を通 して ， 現実に よ っ て 基礎づけ ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （il）

れた 真実 として虚構 されて い る の で ある 。 こ の こ とに よ っ て ，作品 の 現実性 と虚構性は互い に

浸透 しあ うと同時に強化 しあ っ て い る 。 そ して ，こ の ような虚構性の 構築は作品の 主題 と密接

に関連す る重要な イデーな の で あ る 。 「現在 」 との 関 連 に つ い て は，さ らに形式上お よ び手法

上の テク ニ
ッ ク に よっ て 拓かれた，時間の 重な りと神話化が効果的で ある 。 語 り手は作者 マ ン

が現 実に こ の 作品を書き始めた 日付け （1943年 5 月23H ）で伝記を書 き始め ると い うこ とにな

っ て い る 。 そ の こ とは物語 られ る伝記が属す る時間 と ， 語 り手が属する時間の 二 重の 時間を付

与す る の で ある 。 これに よ っ て 過去の 物語が歴史的な 「現在」 と関係ある事実的嫁もの として

回想 され，か っ ，例えば 「我 々 の 経験 か ら見た ニ
ー

チ ェ の 哲学」 と い うよ うに ， 現実の 歴史的

現在 の視点か ら主題が 扱われて い る とい うこ とが虚構的に前能に な る の で ある 。 こ の よ うに し

て 可能 に なる主題の 1943年の 現在 との かかわりに加 えて ，モ ンタ
ー

ジ ュ 技法は さらに遠い 過去 ，

ル タ
ー

や伝説上の フ ァ ウ ス トの 時代の想 起に よ っ て主題の超時間性 を暗示 する 。 主潭と関連 し

た こ の よ うな要素 の 混入は，人物や物語 を典型化，神話化する の で ある 。 こ の こ とは逆 に ， 主

題 を未来の 時間，読者の 属する時間に も結び つ けるの で あ る。なお ， 時間の 三重 構造に つ い て
　 　 　 　 　

’
　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　 （12）

は ， 作品の 中で 語 り手 自身が指摘 して い る 。 　　 　 1

　現実性の 問題 ， 虚構と現実の 橋渡し 。 過 去 ， 現在 ， 未来を貫 く主題の 超時間性 ， 歴史 的現実

性 と時事性 の 獲得 。 さらに物語の 神話的普遍性の獲得 。 語 り手の 設定とい う形式上の テ クニ ッ

ク と モ ン タ
ー

ジ ュ 技法とい う手法上の テ クi
ッ クか ら以上 の よ うな さまざ まの こ とが可能にな

る 。 しか し， 現実性の 問題は これだ けに は とどま らな い 。 とい うの は ， こ の ようなこ とに 加え

て ， 物語 に と っ て の 基本的な条件 ， 物語が物語 と して 成立す るた め の 現実性が 必要で ある 。
マ

ン 自身 の 表 現に従えば，「レ
ーヴ ァ

ー
キ ュ

ー
ン な る人物 の 作 曲や伝記 とい う虚構を，厳密 に，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （13）

煩瑣にわた るほ どに ， 現実化す るた め の 遊 戯的な努力 （das　spielende 　Bemilhen）」が 問題で あ

る。 rフ ァ ウ ス トゥ ス 博士』は外見上一人の 音楽家 の生涯の伝記 とい うこ とにな っ て い るの だ

が ，
マ ン に と っ て は ， こ の 伝記が伝記 と して の 現実性をもつ ため に は ， 音楽そ の ものが ， 専門

的に描か れ な ければな らなか っ た 。 「芸術家を主人 公に した小説の なかで ，芸術とか天才とか

作品 とかをい たずらに 振 りまわ した り，むや みに褒 めちぎ っ たり， そ うい うもの の霊的作用 に

耽溺 した りす るだ け ， とい うほど愚 かな こ とはな い
。

こ の 小説で は現実化と い う こ とが大切 な

のだ 。 精密さとい うもの が大切な の だ 一 とい うこ とほ ど ， 私 icと っ て 明 らか な こ とはなか っ

　 　 　 　 　 （14）
た の で あ る。」 そ れゆ え マ ン は，テ ーオ ドール ・ ヴ ィ

ーゼ ン グル ン ト ＝ ア ドル ノ に助力を仰 い

だ り，ア ル ノル ト ・ シ ェ
ー

ン ベ ル クの 「十二音階技法」を利用 した りしなが ら， 音楽理 論の 構築

と物語上の 作曲に最大の努力を払 っ て い る の で あ る。

　 とこ ろで ，
モ ン タ

ージュ 技法によ っ て とり入れ られてい る素材は ， 極めて広範囲に及んで い ’
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る。 H ・イ ェ ン ト ライエ クの あげるとこ ろ によ ると，16世紀の フ ァ ウ ス ト ゥ ス 博士 ，
ル タ

ー
，

デ ュ
ー

ラ
ー

な ど歴 史上 の 人物，
シ ェ

ー
ク ス ピ ア

，
ス タ ン ダ

ー
ル ， ス テ ィ

ーブ ン ソ ン ，ハ イネ，

ダ ン テ ， ク ラ イ ス トな どの 作品 i チ ャ イ コ フ ス キーの 女友達や ス トラ ヴ ィ ン ス キ
ー

の 「思 い 出」，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔15）

中世 の 格言集だ とか 蝶 の記 録 ， 天 文学 の 分野 の 新聞 ， 雑 誌記 事など。そ して ，
マ ン の 母や 自

殺 した妹な ど で ある 。 これ らの 素材の 中心 に位置する の が ニ
ー

チ ェ で ，物語 の 主 人 公，ア
ー

ドリア ーン ・レーヴ ァ
ーキ ュ

ーン は彼 に 重ね合 わ されて い る 。 個 々 の エ ピ ソ ー ドに と．どまら

ず ， 「一旦 は高め られ ， 次 い で たちまち突 き落 された⊥ と い う天 才の 悲劇 的運命 そ の もの が 二

一チ ェ 的で あ る 。 次い で ， 虚構の 伝記作者ゼ レ
ー

ヌ ス ・ツ ァ イ トブ q 一
ム は ，

マ ン 自身の 精神
「

上の パ ロ デ ィ
ーにな っ て い る 。

マ ン の ニ ー
チ ェ に 対す る精神的な関係は ， そ の まま ツ ァ イ トプ ロ

ー
ム の レ ーヴ ァ

ーキ ュ
ー

ン に対する関係 に あて は まる の で あ る 。

3

　 ．ドイ ツ の作 曲家 ， ア
ー

ドリア
ー

ン ・レ ーヴ ァ
ーキ ュ

ーン の 虚構 の 伝記 ，
rフ ァ ウ ス トゥ ス 博

士』 は ， 伝記 作者 ，
ゼ レ

ー
ヌ ス ・

ツ ァ イ ト ブ ロ
ー

ム の 自己紹介で 始 ま る 。 そ こ で は ， 何重 に も

重な っ た心理 の層で の 反省を通 して ， こ の 物語の 枠 とそれに かかわる要素が提出されて い る。

魔的なもの ，地下 の 勢力，反理性的 なもの
， さ らに退廃，恐 しい 売買契約，孤独，深淵，冷た

さな ど
一

こ の よ うな要素が ，

一人の 芸術上の 天才の 高揚 と没落と い う物語を形成 して い る の

で ある。 そ の 際 ， 語 り手の 心理の 層 の重な り合い は ， 物語の ポ リフ ォ
ニ ー的構成に と っ て暗示

的で ある 。 また，中庸を得た ， 健康で 人間的な心情を もち，調和的 ， 理性的で ある，とい うよ

うに特徴づ けられ る人文主義者の ， 対立物に対するイ ロ ーニ
ッ シ ュ な視点 も明 らか にな るが，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 げ
こ の 視点 は，高揚 と没落が ど の よ うな地平か らの そ れ な の かを示す，基凖的な意味をもつ こ と

にな る の で あ る。

・　　
』

　　 丿

　 しか し， 高揚 と没落は ， 単に一人 の 天才 の それ で あ るだけで はな く， さま ざまの領域での
，

互 い に関連 しあ っ た現象，

一っ の 時代的な デ カ デ ン ッ の 現象で ある。音楽の天才が 作曲に 感 じ

た行詰り， 基本的状況 と して の 行詰りは ， 決 して そ こだ けに とどまる もの で はな く，中世的な

もの か らの 解放を達成 した近代 的精神が，人間の 魂に 対 して 負 う限界 そ の もの なの で ある 。 例

えば ， 哲学の場合 ， この限界の 意識か ら， シ ョ
ーペ ン ハ ウ ァ

ー
におけ るように唯美主義的な傾

・斜が始 まるの で あ る。 こ の 行詰 りの 打開，それ icよ っ て 高揚が可能に なるので あるが ，そ こ に

郵共通の 時代的特徴が ある 。
シ ョ

ー
ペ ン ハ ウ ァ

ーがらニ
ー

チ ェ に至 っ て 頂慮に達す る潮流 ，
マ

ン は こ こ に最 もドイ ツ的な精神の 流れ を見て い るが ，
レ
ー

ヴ ァ
ー

キ ュ
ー

ン に よ る音楽の 打開に

も，「生 の 哲学」 とそ の影響下に あ る事象 に 共通 す る ， 先祖返 り的逆行が み られ る の で ある 。

それは，要す るに ，非合理主義的な もの の 「保守的革命」 と して の 復活で ある 。

　 レ ーヴ ァ
ーキ ュ

ー
ン に よ る打開の 場合 は，とりわけ，ル タ ー的な反理 性，およ び フ ァ ウ ス ト

的な魔術が問題で あ っ た 。 つ まり， 作曲の 技術的行詰 りの 打開 と高揚に ， 人文主義的視点か ら

みて ， ある疑わ しさが 認め られ ， そ れは 「悪魔 との 契約」と解釈 され るの で ある 。 そして ， 「悪

魔 との 契約」．とい う主題に は ，
ル タ

ー
的悪魔の 観念 と悪魔と の フ ァ ウ ス ト的かか わ りが 準備的

に作用 して い るの で ある 。 とい うの は，中世 と・の 境界 に 立つ ル タ
ーお よ びフ ァ ウス トに共通す

るの は ， 「解放」 と共 に ， ネガ テ ィ
ー

フ で あれ ， ポ ジテ ィ
ー

フ であれ ， 悪魔の 存在で あ っ た 。

レー
ヴ ァ

ー
キ ュ

ー
ン は， は じめ神学研究に従事す る の で あるが ， そ こ で は神よ りもむ しろ ，

ル

113

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokurlku 　Unlverslty

6 林 敬

タ
ー

的な悪魔 の 観念 や悪魔 の 可能性 とい っ た もの を呼び起 される の で ある 。 そ れゆ え ， 彼 はそ

こ に 「恐れ」 さえ感 じる の で あ る 。 しか し，そ の 恐れは一方 で ，惑溺的な もの を秘め た，む し

ろ近代的知性 1ζと っ て，そ の こ とゆ え に感 じ られた恐れ で あ っ た。神学研究は ， そ の よ うな意

味で ，彼の音楽的行詰りの打開に際 して ， 重要 な精神的準備 の 役割 を果すの で ある 。

　こ の よ うな準備 の もとに達せ られる打開 と高揚 は しか し，悲劇的悲愴感の漂 う もので あ っ た

が ， 没落と不可分に結ばれて い た 。 逆 に言 うと，没落が前提 されて は じめて高揚が可能 なの で

ある 。 以下本論 は，神学 的準 備 を検 討 し， それ との 関連の もとで ， 唯美主義 的打開に お け る

「悪魔 との 契約」 の メ カ ニ ズ ム と意味を考察 した い 。

　現代に おける神学的な問題は，ハ レ 大学 の教授，ク ン プおよ び私講師，
シ ュ レ ッ プ フ

ー
ス の

神学 思 想 とい う形で 報告 される 。 まず ， 彼 等の 思想が息づ く空間で ある ハ レ に つ い て は， 「ハ

レ の 精神的空間は ， 数世紀来 ， 宗教論争 ，
つ ま り人文主義的な教養の 意欲に と っ て ， 常に きわ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （16）

めて 有害で あ っ た，あ の 宗教的な不和 と争い に 満ちて い た 。 」 と特徴づ けられ る 。 そ れはカ ト

リ ッ ク教会の 客観的な秩序 ， 拘束に対す る主 観的な もの の 反抗 に 由来 する，葛藤の 歴史 を負 っ

て い るの で ある 。 神学史的に は宗教改革は，敬虔主義，さ らに理 性的敬神 ， 調停神学，自由神

学 と い う発展 を辿 るの で あるが ， それ は ル タ
ー

に よ っ て もた らされた ， 宗教的個性の解放 と い

う意味で の 近代化 と， デ カ ル トに よ っ て もた らされた合理的近代の ， ドイ ツ の近代化の 内部 に

おけ る相剋 の 歴 史で あ っ た 。
こ の 相剋 は ， そ れぞ れの 立場 に よっ て は ， 主観 と客観の 区別 さえ ，

複雑 に 入れ替 る よ うな困難な相剋で あ っ た 。 それゆ え ． 例 えば ツ ァ イ トブ ロ ー
ム に は ， 学問と

宗教性 は，互 い に異質な もの として 遠 ざけて お い た方が，無理 に合一させ るよ りもよか っ た の

で は な い か ，と思われる の で あ る 。 こ の 合一は決 して 成功 しなか っ た 。 彼等の 修業時代 に経験

された 自由神学に つ い て 次の よ うに言われ る 。 「自由神学の 学問的優位に 関 して は確か に異論

の余 地はな い 。 しか し， そ の 神学的立 場は弱 い 。 何故な ら， そ の 道 徳主 義と ヒ ュ
ーマ ニ ズ ム と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （IT）
は ， 人間存在 の 魔 性 的性 格へ の 洞察を欠 い て い るか らで ある……と 。 」 こ の 点か ら反合理主義

的思潮が神学的思考に も浸透す るの で ある 。

　 こ こ で ， 神学教授 ク ン プ は ル タ
ー

の パ ロ デ ィ
ー

と して 登 場 して くる 。 彼 はデカ ル トとは ま っ

た く反対の 方向か ら，思考の 不確実 さ の 確信か ら， ドグマ テ ィ ズ ム に偽善の 知的形式をみた 。

これ に よ っ て彼は教会か ら自己を解放 し，自
‘
由な信仰に 達 した の で ある 。 彼の 自由主義は，ル

タ ー的なキ リス ト者の 自由主義で あ っ て ，彼の 不動 の啓示信仰を可能 に した 。 しか し∫そ こ に

は敵対的で はあるが，悪魔 との 密接な関係 も復活 した 。 ツ ァ イ トブ ロ ーム に よれば，神学が あ

るとこ ろ，宗教的激 しさに比例 して ，神の 補促概念 として 悪魔が現われる の で ある 。 それゆえ ，

彼は学者と して聖書信仰 に対 して合理 的批判 を承認 しつ つ も， む しろ ， それだから こ そ，本心

で は理性の 中に悪魔を見て い た の で はない か と， 推測される の で ある 。 ツ ァ イ トブ ロ
ー

ム か ら

すると ， 逆に この よ うな態度に悪魔的な もの が感 じられた の で あ り，マ ン は 「ドイ ッ と ドイ ッ 人』

の 中で は ，
ル タ

ー
の 進歩 と反動と い う二 面性 の 背後 に

，
こ の よ うな保守的，反理 性的偏狭さ の

硬直を指摘 して い る 。

　 シ ュ レ ッ プ フ
ース の神学に お い て は ， 悪魔 ； 悪は，神 ＝善 の 必然的な相関概念 と して説明 さ

れ，ポ ジテ ィ
ー

フ に容認 され る，敬虔，美徳 ， 聖 と い うよ うな特性は悪 の 試練にお い て は じめ

て 成立 し，純化 され るの で ある 。 シ ュ レ ッ プ フ ース ICよれ ば ， 自由 も悪 との 関係で そ の 価値が

認め られる 。 「自由とは罪を犯す自由で あ り」， つ ま り， 罪を犯す可能性を も っ て い るこ とで あ
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、り， 「敬神の 本質 は ， 自由を与えざるを得なか っ た神へ の愛か ら， そ の 自由を行 使 しな い こ と
　 　 　 （18＞

にある ， 」 とい うの で ある。 罪 を犯 しうる 自由 ， その よ うな自由に基づ く意志 の 試練の もとに ，

は じめて 神へ の 道は開か れ る の で あ る 。 しか し， ツ ァ イ トブ ロ
ー

ム は この よ うな思 考に ， 概念

を混乱させ る悪 魔的知 性をみて ， 「疑わ しい 」気持を抱くの で ある 。 とい うの は ， こ こ に は悪

さえ もと りこ ん だ ， 宗教的緊縛が み られるか らで ある 。 こ こ で は ， 悪 の ポ ジテ ィ
ー

フ な容認に

おい て，さしあた り悪が想像の段階の 可能性に とどま る こ とを要求 して い る の で ある。

一
方 ，

想像上 の 悪は本当の 意味で の 悪で あ り得な い の で ， こ の 理論 は本質的に悪の 具体化の 誘惑を秘

め て い る 。 魔女裁判 におけ るよ うに ，
．恣意 的な悪 の 導入を秘め て い る の で あ る 。

　 以上 にみ られ るよ うに ， ク ン プ と シ ュ レ ッ プ フ
ー

ス の 神学思想 に おい て は ， 悪魔 の観念の 復

活と，精神の それ へ の 親近関係が 現わ れ て い る の で あ る 。 従 っ て ，物語 の 中の 悪魔は彼 らの 形

姿を と っ て 現われ る の で あ る 。 そ して ，
レ ーヴ ァ

ーキ ュ
ーン の 悪 との 関わ り， 罪 と苦悩に 関す

る思考 の 準備的意味をも っ て い るの で ある 。

　 「悪魔」 との 対話におい て ，唯美主義的領域に おけ る，厂現代」 の諸問題が総括的に論じちれ

て い る 。 悪魔 は変幻 自在に ， 神学者 ク ン プや シ ュ レ ッ プ フ
ー

ス などの 形姿を と っ て 現われて い

るが ， 個 人 的な現実性を もつ もの とい うよ り， 「一つ の 精神性 の 傾向」 を意 味 して い る ， と考

え られ る 。 それ は冷た さ，高慢，愛の 不能 メ ラ ン コ リッ クな世界渉らの 逃 避な ど で あ 為響し

か し， 悪 魔 は変幻 自在 に ど の よ うな もの に もな りうる の で あ り，
こ の 傾 向 は，精 神 に現 われ

た場合の それで ある 。 悪魔は地獄の 勢力 とかそ の 他い ろ い ろ に 表現 されるが ， 要する に
，

ル タ

ー
以前 の よ うに ，は っ き りした実在感 を もつ もの で はな い に して も， 精神の 中に現実性を もつ

，

悪その もの の 原理で ある。 そ して 悪魔が どの ようなもの か，それ自体が問題で はな く， 精神と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

そ れとの か かわ り合い が問題 な の で ある 。 「悪 魔 との 契 約」 とい われ る現象 の メ カ ニ ズ ム およ

びそ の 意味で あ る 。
・人文主義者 ツ ァ イ トブ ロ

ー
ム に よ ると，悪魔との かか わ りには素質的な も

の が ， 前提 されて い る 。 精神性の 上記の傾 向はそ の一
つ で ある 。

　 ア ー
ドリア ーン ・／tレ

ーヴ ァ
ー

キ ュ
ニ

ン は 『成享』 における指摘 を待 っ まで もな く，県
一

チ ェ

的素質をもち，ニ ーチ ェ 的に 思考し，ニ
ー

チ ェ 的生涯 を生 きる 。 彼を素質的に特徴づ けるの は ，

誇り高い
， 鋭利な知性と ， 冷た さで あ る 。 こ、の 知性は ， 極端な認識能力と して 働 くと ， 自らに

と っ て も危険な もの で ある 。 とい うの は，「余 りに も真実を見過ぎる」知 性 は， 知 性の 働きの

心理的原因を もみ て しまう。
マ ン が ，ニ ーチ ェ 解釈 の 際に ，「認識の 心 理学」 と して 説明す る現

象で あ る 。 こ の よ うな
一

種の 自己不信か ら，「生」 ＝ 「野蛮」 の 容 認な どが生 じて くる 。 「野蛮

が文化の 対立物であ ると い うの は ， 他な らぬ 文化が われ われ に手渡 した思想 の 秩序の 中だ けの

こ とな の だ 。 こ の秩序の 外で は，対立はま っ た く違 っ た もの か もしれな い し， ある い は全然対
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2o ）

立す る もの で はない か もしれない 。 」 さらに ，
レ
ー

ヴ ァ
ー

キ ュ
ー ン の 知性は誇 り高く， 対象と の

距離を とる。 言い か えれば ， 対象よ りも自由な 自我が優 先して い るの で あり，
こ れ は他者 に対

する冷 た さ ， あ るい は無関心 に帰 結す る もの で ある。

　 悪魔 との かかわ りをも辞 さな い ，もう一
つ の 素 質 的な傾 向 は，あの伝説 上の フ ァ ゥ ス トに

み られ る ， デ モ
ー

ニ
ッ シ ュ な打 開 へ の 意 志で あ る 。 上 記の 傾 向が悪 魔 との 類縁性 とすれ ば，

こ の意 志が 「かかわ り」 を求め ， 「浸 透」 を可能 にする の で ある 。

　 と こ ろで ， 「対話」 の諸 問題の根底 lcあ るの は音楽創造上の 困難な状況 ， 従来の方式で は作

曲が不可能に な っ た とい うこ とで ある 。
レ ーヴ ァ

ー
キ ュ

ーン の 音楽の 師，ク レ
ッ チ ；

マ
ー

の講
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演や，「対 話」 の 中で説 明されて い る と こ ろに よ る と，音楽 に お い て も，他の 精神的領域 と同

様に，主観と客観， 個性と因襲の 相剋が ， 近代 にお ける発展史を形成 して い る 。 この 発展史は，

ア ドル ノ の ，べ 一 トーヴ ェ γ
＝ ブ ラ

ーム ス ＝ シ ェ
ー

ン ベ ル クとい う三 段階発展説 に従 っ て い る 。

技法的には ， 伝統的な ttリ フ ォ ニ
ー

， 対位法か ら，
べ T ト

ー
ヴ ェ ン の 和声 ， ブラ

ー
ム ス の 自由

な作曲法 ， そ して， シ ェ
ー

ン ベ ル ク の 十二 音階技法へ の発展で ある 。 こ の 発展 に は， 絶 えず主

観性 と客観性の 緊張が流れ て いるの で ある 。 っ ま り， 音楽的に解放された個性 は ， 審美 的な主

観性 と して 因襲的な形式を吸収 し， あ るい は放棄 しなが ら， 自らが客観性 にな っ て い くの で あ

る 。 自己法則化の 道を歩む の で ある。 しか し，
この 歩み の 内部で ， 押 し上 げ られ た批評水準は ，

創作に 自ら｝こみ あ っ た 「正 しさ」（Echthei七）を要求する 。 批評が い わ ば創作の 主体にな る の で

ある 。 こ こ に は霊 感 的な創 造 力の 衰 退の 危 険が ある。

一方 ，技 法 的に は余分な もの はどん ど

ん排除 され ， 作品は極端 な精髄化に向か う 。 「批評 は もはや外観 と遊びに ， 我慢で きな い ，情

熱を，人 間の 苦悩 を検 閲 し， さまざま な役 割 に分 割 して形 象に移 しか え る虚 構 ， 形式の 自己

讃美 に我慢 で きな い の だ 。 まだ許され るの は ， 虚構 も遊び もま じえ ぬ
， 偽 らず飾 らぬ表現だ け

　 　 （21 ）

な の だ 。 」
一 この よ うな事態は芸術 の 根拠 と して の 仮象か ら真理 へ の 転換で あ る 。 作晶が伝統

的な意味で 完成 して い れ ばい る ほ ど そ れは 「虚偽」 と して 否定 される の で ある。 しか し， それ

は芸術の 自己矛盾で あり， もはや 芸術的創造は不可能で ある 。　
’

　この 困難の 打開は 「悪魔」 に よ っ て 予言され る 。 それは 「悪魔」が 自己の存在を証明す る思

考方法そ の もの の 中で予示 されて い る。ある活動を行 な っ て い る もの は実在す るの であ り， 「真

理」 とはそ の 活動に関する体験 と感 情を意 味す る ， とい う。 従 っ て ， 「君を高揚させ る もの ，

君の 力と権力 と支配の感情を増大 さ せ るもの ………
そ れが真理な の だ 。 た とえそれが道徳の 見

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （Z2）

地か ら見れ ば 10倍も嘘だ と して も。 」理 性 的な真理 の 否 定．真理概念 の 逆 転で ある 。 真理 は客
　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

難警 謦繍 鴛騰 畿鷺 讌劉 鸚 1鷺 難
もの は ， 保護 して くれ る大気を，神秘 的な雰囲気を，まわ りを包ん で くれ る幻 想 を必 要 とす

　 （zヨ）

る 。 」 生の 見 地か らは Z の 幻 想が真 理 な の で あり，
ニ

ー
チ ェ は生 の 側に価 値の 原 理 をお くの で

ある 。 こ の よ うな転倒の 彼方に 打開の 可能性は開かれ るの で ある 。 知性 に よ っ て 一度は否定 さ

れた 「仮象」， 「み せか け」 の復活 。 確か lcこ こ には芸術の 再生が あ る 。 純 粋な唯美主義が現わ

れ る 。 そ して これは，ニ
ー

チ ェ 的生 の 概念の もとで是認 され る の で ある 。 これ は知性 たよ 筍真

理 との 第一義的な 関係を断ち ， 生 に献 げられ た思想で あ り，野蛮や悪の 概念 も生 との 関係で 評

価 され る の で ある 。

　 しか し ， 道徳的真理 か ら離反 し，純化する唯美主義は ， 純化すれ ばするほ ど，犯罪者的な，罪

の 自覚の 様相を帯びる の で ある 。 とい うよ りも， 真理概念や価値の 転倒 は ， 罪の 自覚か らくる

苦悩 に よ っ て の み是認 される の で ある 。 知性 に よ る真理観の 支配の もとで は芸術 は滅 びる 。 従

っ て ， それ は否定されねばな らな い 。 こ の否定は悪 1こ積極的にか か わ る こ とによ っ て 実現す る

の で ある 。 レー
ヴ ァ

ー
キ ュ

ー ン の ヘ タ エ ラ ・ エ ス メ ラル ダへ の 接近は，それが二 重に悪に感染

する とい う自覚 の もとに 行なわれたの で あ る。 悪 を完全に 自覚 した悪へ の一致で ある 。 これは

シ ＝ レ ッ プ フ
ー

ス の想像上 の 悪を越え た人文主義者の 戦慄 を呼び起すで きご とで あ る。 しか し，

悪へ の 感染は ， 魂の 永遠 の 苦悩に よ っ て そ の 道徳性が保証 され るの で あ る 。 魂 は真理 を否定す

る唯美主義 的原理 と の基本的矛盾 と して ，一方の道徳的原理 ， 倫理性で あ り続 け， これによ っ
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ト
ー

マ ス ・マ シの 「フ ァ ウ ス ト ウス 博士 」に おけ る唯美主義の 問題 9

て 悪 は悪 で あ る。両者の 葛藤が苦悩 の 実体で あり， こ の 苦悩を意識 的に選びとる，とい 5，こ と

によ っ て悪 の 行為が道徳的に是認 され るの で ある 。 こ の 苦悩によ っ て ， 虚偽か ら真理 が ， 罪か

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c24 ）

ら聖が 現われて くるの で ある 。 マ ン は ニ
ー

チ ェ の 自己懲罰的な苦悩に 「道徳主義」 を見て い る

が ， 唯美主義的精神 に と っ て ， こ の よ うな真理 の みが真理 に値す る の で あ る。 「魂 と認 識 と の

ある種の 獲得物 は，病気 ， 狂気 精神的な犯罪な くして は不可能で あ り， 偉大な病人 たちは ，

人類とそ の 高揚に ，そ の 感覚と知識の 拡大 に ，手短に い え ば，よ り高次の 健康に捧げられた，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （25 ｝

十字架を負 う人で あ り，
、
犠牲者 な の で ある 。 」．

　 レ
ー

ヴ ァ
ー

キ ＝
一

ン の 「悪魔」との 対話以後の作品は，犯罪者的孤独の 中で ，極端な ものを表現

す るよ うにな る 。 技法的に は 「厳格作曲法」 とよ ばれる ，
シ ェ

ー
ン ベ ル ク の十二 音階技法をモ デ

ル に した作 曲法を用い て ， 宗教的苦悩を帯びたもの ，ま た ， 非人 間的なまで に冷 た い 精密さ か ら

くるグロ テス クな もの を表現す るよ うに なる 。 さらに，彼 の 関心 は 「地獄行」へ 向け られる 。 救

済 の な い ， あ る い は救済を 自 ら拒絶す る魂の苦悩を負 っ て い るか らで あ る。仮象 と して の 芸術

へ の飛翔を切 り開 い た 唯美主義 は， 魂の 永遠 の 苦悩 によ っ て の み是認 され るの で あ る。
こ の 主

観 に と っ て
， 音楽は禁 欲的な野蛮 ， 厳 格 な形 式の 中の 陶酔 とい う矛盾の 実現で ある。「デ ュ

ー
ラ
ー

の 木 版 画に よる黙示録」とい う作品 もそ の ような性格 の も吸 で あ る 。

’
それはまた，「絶

望的な墜落を待 ち受 けて 口を開い て い る深淵 の 印象を生 み出す」 終結部を も っ て い る。こ の 作

品は 「魂の 喪失」 の 印象を与 え る の で あるが，人文主義者はそ こ に 「魂を求め る渇望」 を見 る

べ きだ と い う。 しか し， 「地 獄の 哄笑」の 感 じも否めな い の で あ る 。

　 レ ーヴ ァ
ー

キ ュ
ー

ン の 最後の 作品は 「フ ァ ウ ス トゥ ス 博士の 嘆き」で ある。 こ れは魂の 救済

を拒絶 した ， それ ど こ ろか ， 魂 の 平安そ の もの を偽 り之 して 軽蔑 した フ ァ ウ ス ト ゥ．ス の 嘆きで

あ る 。 近 代の 黎 明の 中で 自ら真理 を見極め よ う とす る姿勢を貫徹す るため に，悪魔 と契約し，

永劫の 罰を受けて没落した個性 の 嘆きで ある。 ツ ァ イトブロ
ーム は こ の 作品の 中に ，

一つ の 「打

開」 の 達 成，
つ ま り， 表現の再獲得 をみ 7

’
そ の 意義を承認 する。それは，「計算的な冷た さが，

表現的な魂の響 きと’ 入の 子 として 互 い に 心を開 く暖 さと に転換 しうるた め に はど うして も達

成 されな ければな らな い
， 精神性と形式の 厳格 との あの 段階に立 っ て の ， 感情の 最高最深の 声

　 　 Cz6 ）

の 復原」で あ る 。 こ の 復原 は，悪 の 中か ら善が，罪 の 中か ら聖が現われで るよ うに ，ま さ に 厳

格な形式の中か ら出現した，また，こ の形式に よ っ て の み可能 な，主観の 無制限の 飛翔 なの で

ある。 しか し， こ の 主観 は ， 救済の 拒否に よ っ て の み自らを是認で きる ， 「悪 し き ， か つ
， 善

きキ リス ト教徒」 を 自覚する主観で ある。
こ の よ うなキ リス ト者 に と っ て ，個性の 歴史的発展

か ら生ず る音楽は，もは や 「嘆き」 と して しか可能で な くな る の で あ る。こ の よ うな音楽は，

フ ァ ッ シ ズ ム に 至 る内面性の苦悩の 中で，現実性 をもっ て い る 。 ツ ァ イ ト ブ ロ
ー

ム は，こ の 音

楽の ドイ ツ 史 にお け る意 味を次の よ うに述 べ て い る 。

一 「か っ て ，われわ れが牢獄 の 子 と し

て 歓喜の 歌 『フ ィ デ リオ』， 『第九交響曲』 を ， ドイ ツ 解放の
一

ドイ ツ の 自己解放 の
一

黎明

を祝 う歌と夢想 した年月があ っ た 。 今は これだ けがわれわれ に 役立ち ， こ れだけをわれわれは

魂の 底か ら歌 い 得 るで あ ろ う。 すな わち ， あの 地 獄の 子 の 嘆き ， 主観 か ら発 しなが ら ， 不断に

拡が っ て い わば宇宙を包ん で しま う， か っ て 地上で 歌わ れ た，最 も恐 しい人 間と神の 嘆きだ け
　 （27）

が 。 」
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　中世か ら近代 へ
， それ は個性 の解放 の歴史で ある 。 ドイ ッ文学史上 ， 何度で も繰返 され た フ

ァ ウ ス トの 物語 と，ル タ
ーの 宗教改革 は，そ の 最 も重 要な象徴的で きご とで あ る 。

　 と りわけ，ル タ
ーに よ っ て 規定 され た ドイ ツ の 非政治的内面性は， ドイ ッ の 歴 史的な発展 の

中で ，デカ ル トに始ま る理 性的 な近代 と の対立 に お い て 自己発展 を遂げて きた。 しか し，それ

は対立を意識すれ ばす るほ ど，文化的に，唯美主義的に純化 して い っ た。か っ て ， 第一次大戦

当時の マ ン が そ うで あ っ た 。 そ して マ ン は ， フ ァ ッ シ ズ ム の 野蛮や非合理 主義の 中に ， こ の 文

化的な，唯美主義的な内面性の 堕落 した形態をみ た の で あ る 。 それ ゆえ ， 唯美主義の 問題は ，

ドイ ツ の精神に と っ て ， 政治的現実の 内奥に触れ る問題で あ っ た 。 ド イ ッ の フ ァ ッ シ ズ ム の ，

ドイ ツ 精神史との 関連 に注 目す る こと は ， 現在で は
一

般的に な っ て い るが ，
マ ン に と っ て は ，

それ は自らの 精神史にかかわる切実な問題で あ っ た 。 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　
−

　 rフ ァ ウ ス ト ゥ ス 博士』 に お い て ，マ ン は ド イ ツ の 近代に お け る精神史を背景に しな が ら，

ド イ ツ の 唯美主義的内面性の 一
つ の 頂点で あ る ニ

ー
チ ェ を核 に して ， 自らの パ ロ デ ィ

ーで あ る

語 り手 の 眼 を通 して ， 唯美主義 の 問題 性 を堀 り下げた 。 r悪 魔 との 契約」 は薫の 中心 的問題 で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 K

あ っ た 。 これ は ， 自己解放によ’
D て すべ て の 庇護を離れた個性の ， 自己救済の手段で あ っ た 。

真理 と生 との 乖離に由来する不安，苦悩の，救済を否定 した救済と い う逆 説的希求の手段で あ

っ た 。 魂に 対 して は悪を ， 神に 対 して は罪を積極的に行ない ， そ こ か らもた らされ る苦 しみ に

よ っ て の み ， 真理 は ， 魂 の 苦悩 と一致す る真理 は再獲得 され る 。 言 い か えれ ば， そ の よ うな真

理 の み が信 じ られ る の で あ る。芸術的 に は ， 真理 の否定 に よ っ て の み ， 仮象の可能性が再生す

る の で ある。 しか し，こ こ に は，偉大 な可能性 と共 に ，人間的な地平か ら永遠 に抜け出 して い

っ て しま う危険が あ っ た。第一次大戦 を経験 し，さ らに フ ァ ッ シ ズ ム の もた ら した悲惨を まの

あた りに して ，
マ ン は この よ うな 自らを苦 しめ る こ とによ る高揚 と没落を，否定 も肯定もで き

なか っ た 。 人 間愛 か らくる不安 に か られなが ら，
マ ン は そ こ に魔性 の 非道 と神々 しさを同時に

み るばか りで あ っ た 。

　 しか し ，
マ ン は ，

ニ
ー

チ ェ に よ っ て 代表され る唯美主義の 問題 と フ ァ ッ シ ズ ム の 堕落を直接

．結び つ けて 考 え て い る わ けで は な い 。 確か に平行的な親近 関係は成 り立 っ て い る が ， 唯美主義

の 問題は，あくまで 精神 の ， 唯美主義 の領域内で の 問題で あ るか らで あ る 。 と い うよ りも， む

しろ，唯美主義の 地平で は，そ れだけが すべ てで ， そ の ため に現実生活が断念 されて い る の で

ある。 良 くも悪 くも， 現 実へ の 意 志 は存在 して い な い の で ある 。 rフ ァ ウ ス トゥ ス博士』 の 中

に ， そ の こ とを示す ， ツ ァ イ トブ ロ ーム と レ ーヴ ァ
ーキ ュ

ーン の 対話が ある 。 そ こ で ， ッ ァ イ

トブ ロ
ー

ム は第一次大 戦当時の マ ン の よ うに ， 戦争べ の 内面性の 傾斜を語 っ て い る。 「わ れわ

れの よ うな種類の 民族に は ， い つ で も魂的な もの が第一義的な もの ， 本来 の動機をなす もの な

の だ。政治的行為 は第二 級の もの ，反射，表現，道具 にすぎない 。運命が われわ れ に使命 とし

て 課 した世界的強国へ の 打開 とい うこ との 真 の意味 ， それはわれわれが悩 み つ つ 意識 して い る

孤独，帝国の創立以来，世界経済に 強引に割 り込ん だ こ とに よ っ て も破砕 されなか っ た孤独か

らの 一 世界 へ の打開な の だ。
つ らい の は ， 実は憧憬で あるもの，和合へ の渇 きで ある もの が，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （28）

経 験 的 現象 として は出兵 とい う形を とる こ とだ……
」。 こ こ には ，

一つ の 誘惑が ある 。 しか し，

これを聞 きなが ら，
レ
ー

ヴ ァ
ー

キ ュ
ー

ン は作曲中の楽譜か ら， 眼も上げなか っ た 。 そ して ， そ
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の 後に続 くツ ァ イ トブロ ー
ム の 熱に浮か されたよ うな ， 唯美主義的 「打開」観の 演説 に対 して ，

無表情な， 冷た く距離をとる視線を くれて ， 聖人の 絵が かか っ て い る板ばりの 壁の 方へ 歩 い て

行 っ た，．と い うの で あ る。 こ こ に ，
マ ン の 自らの 反省も含め た唯美主義観が 現われ て い る 。 フ

ァ ッ シ ズ ム と唯美主 義の 関係は ， 前者 が後者 の 中に根拠を求め よ うとしだにす ぎない 。 ある い

は， もし迎合がある とすれば，それは非フ ァ ウス トゥ ス 的堕落で ある 。

　 もっ とも ， 唯美主義的主張が ， 政治的に極 めて 強力なデ マ ゴ ギ
ー

にな りうる危険は い っ で も

存在す る。 また， 社会的な意志を もたな い と い うこ とも， どち らの責任にな る に しろ ， 現実の

中で 一定の 政治的位置付けを蒙 らざるを得ない 。
マ ン はそ の よ うな現実 も体験的に知 っ て い た 。

しか し，唯美主義および唯美主義的態度が社会 の 次元で危険に な るの は ， 人間愛に満ちた ， 人

文主義的世界観の 没落 と平行 して い る ， と マ ン は認識せ ざ るを得なか っ た 。 彼 自身は 第一次大

戦後， フ マ ニ テ
ー ト再生 の ため に 最大 限の 努力を した 。 しか し，こ の 世界観 に支配 されて い た

市民的伝統の 時代 は終 っ た とい うの が 彼の 実感 で あ っ た。今や，「生 の 諸価 値の 動揺 と破壊」 ．

の 時代で あ っ た 。

　まさ に ， それゆ え に ，また フ ァ ウ ス トゥ ス の 嘆 き もむ な しく こだませ ざるを得なか っ た の で

ある。
マ ン は ， こ の 嘆きに い かなる救済の 可能性 も見い 出せ ない の で ある。 ドイツ の精神性 に

とっ て ，極 めて現実性の ある こ の 嘆きは， ドイ ツ の 現実にそ の 救済の 可能性を見い 出せ な い の

で ある 。
マ ン はただ ， 救済の 可能性の な さ， とい う絶望の 中で ， 絶望 とい う状況か らの み真の

希望は生 じうる の で はな い だ ろ うか，と い う考えを慰め と して い るか の よ うで あ る 。
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